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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、主にリステリア菌の感染性および病原性を抑制する食餌因子（乳酸菌および成

分）を水産食品中から探索し、新たな機能性と、食品衛生に資することを目的とし，ヒト腸管

細胞およびマウスを用いた実験を行った。その結果、さばのなれずしより分離した乳酸球菌

Leuconostoc mesenteroides 1RM3株がリステリアの感染、侵入を抑制し、免疫強化および抗

炎症作用がかかわることが示唆された。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 
   In this study, to clarify the inhibitory effects of marine foods on Listeria infection, we 

investigated with human enterocyte like Caco-2 cells and A/J mice. Leuconostoc 
mesenteroides 1RM3 suppressed the invasion and infection of Listeria. The inhibitory 

effect of 1RM3 might be related with its immune promote and anti-inflammatory activities. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

アメリカ合衆国では毎年約 2500 人が重症
のリステリア症となり、その 20%が死亡して
いると推定されている 8)。リステリアはとく
に妊婦、新生児や免疫が低下している人に重
篤な症状を引き起こす。我が国でもリステリ

ア症の報告があるが欧米に比べると少ない。  

その理由として、潜伏期間が長く、検査法も
煩雑で実際に起こっているリステリア症を
検出できていないことが考えられている。 

欧米でのリステリア症の原因食として乳
製品、サラダなどが多く、日本では原因食の
喫食が少ないためとも考えられるが、国内で
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流通している鮮魚類の 5-30% からもリステ
リアは検出される。 

一方、カンピロバクターは散発的ではある
ものの、我が国も含め、発生頻度の最も多い
食中毒菌のひとつである。原因は加熱不十分
な鶏肉が多いが、実際には原因食不明の場合
が多い。水産物に関する調査はまだ進められ
ていないが、リステリアと同様に広く分布し
ている可能性もある。リステリアとカンピロ
バクターは、様々な対処法が模索されている
ものの、上記の EPECやサルモネラの場合の
ような腸管細胞、腸内環境からのアプローチ
の報告はない。 

 

 

２． 研究の目的 

 

近年食品衛生面で注目されているリステ
リア菌 Listeria monocytogenes は水産物で
も高頻度に検出されているものの、我が国で
の発症数および重症患者数は欧米に比べて
低い。本研究では水産食品成分中にリステリ
ア、その他の病原菌の感染性および病原性を
抑制する因子が存在するか検討し、食品衛生
と水産食品の新たな機能性を解明すること
を目的とした。 

 

 

３． 研究の方法 

 

 (1) 水産発酵食品より分離した選抜乳酸菌
および褐藻類中のヒト腸管上皮細胞様
Caco-2細胞へのリステリア侵入抑制を検討
した。また有望なサンプルについては A/Jマ
ウスにリステリアを経口投与した際の感染
抑制能を検討した。 

 

(2) 未処理のマウスマクロファージ
RAW264.7細胞にサンプルを加え酸化窒素
(NO)産生（免疫賦活）作用を調べた。また、
同細胞にE. coli O111のLPS添加によるNO

産生（炎症）作用に対する影響も検討した。 
 

(3) 飲料水に 5%のデキストラン硫酸ナト
リウム（DSS）を加え投与し誘発した腸炎
(IBD)モデルマウスに、分離選抜乳酸菌を経
口投与し、抗炎症効果を検討した。 

 

 

４． 研究成果 

 

(1) 水産発酵食品からの、酸耐性・胆汁耐
性乳酸菌のスクリーニングと、病原菌のヒト
腸管上皮細胞 Caco-2 への付着および侵入に
対する、選抜乳酸菌および海藻抽出物の影響
を検討した結果，選抜された Leuconostoc 
mesenteroides 1RM3株とマコンブ付着部 

 

図 1 リステリア菌の Caco-2 細胞侵入に対す
る分離乳酸菌の影響 

 

 

 
図 2 リステリア菌を経口投与した A/J マウ
ス の肝 臓、 脾臓へ の感 染に 対す る
Leuconostoc mesenteroides 1RM3 細胞経
口摂取の影響 

 

 

（ガニアシ）抽出物が、未分化および分化
Caco-2細胞、また、マウス脾臓および肝臓へ
のリステリア菌およびサルモネラ菌
（Salmonella Typhimurium）の侵入あるい
は感染を抑制することを確認した（図 1, 2）。 
 

(2) これらのサンプルは、RAW264.7 細胞
に対して免疫賦活作用および抗炎症作用を
示した。また、過酸化水素による細胞毒性に
対して保護作用を示した（図 3）。 

 

(3) リステリアの侵入および感染の抑制、
抗炎症性、免疫賦活効果が示された 1RM3株
について、DSS 投与誘発した IBD マウスに
飲料水とともに摂取させた結果、血便や下痢
などの症状が緩和され、組織学的にも改善が
認められた（図 4）。 
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図 3 過酸化水素のマウスマクロファージ細  

胞への毒性に対する Ln. mesenteroides 

1RM3 の保護作用 
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図 4 5% DSS 飲料水投与による腸炎症
（IBD）マウスに対する 1RM3 の効果 

本研究の成果は、伝統的な日本の食材のう
ち、海藻の多糖類および、なれずし中の乳酸
菌が、食中毒菌の感染を抑制しうることを示
唆している。今後も有効成分の分離、作用メ
カニズム、食べ合わせなども含め検討を続け
たい。 
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